
御嶽⼭噴⽕における汚濁防⽌フェンスの効果
［ダム放流に伴う下流への影響軽減対策］
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資料－１



伝上川 牧尾ダム

濁沢川の濁水

濁沢川

王滝川

（H23.9.30航空写真より）

御嶽山

牧尾ダム

噴火口

王滝村

貯砂ダム

↑取水塔

噴火する御嶽山

（信濃毎日新聞社資料）

（H26年9月28日14時36分）

（H26年9月28日撮影）（H26年9月30日撮影）

H26.9.27_11:52 御嶽⼭噴⽕（⽔蒸気爆発）

（国土交通省資料）
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⽔資源機構が実施した主な対策
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洪水吐ゲート
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利水放流設備

取水塔
（発電専用施設）

ダム放流に伴う下流への影響軽減対策

お
ん
た
け
湖

取水口前面にフェンスを設置し、
火山噴出物の流出抑制を図る。

汚濁防止フェンス設置状況

汚濁防止フェンスによる白濁物質（高濁度水）流出抑制対策

汚濁防止フェンス
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予測濁度 実績濁度 予測（フェンス無し）濁度

汚濁防⽌フェンスの効果確認︓設置直後の試験放流
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高濁度の層（SS濃度290000mg/l)

試験放流：平成26年12月15日～18日

水質調査地点

利水放流設備

噴火に伴い、貯水池底部に高濁度

水が滞留したため、利水放流設備か

ら放流した際の水質を確認する試験

放流を行った。

試験放流の実施に先立ち、汚濁防

止フェンスの有無における放流時の

濁度を予測したところ、汚濁防止フェ

ンスを未設置の場合は、放流量

15m3/sで濁度1,200度まで上昇する

が、汚濁防止フェンスを設置した場

合は、濁度は一時的に上昇するが

次第に低下する結果となった。

試験放流を実施したところ、２日目

までの放流開始時の濁度は一時的

に予測以上に上昇したが、その後は

ほぼ予測どおりに低下しており、予

測モデルの精度を確認できた。

これにより、汚濁防止フェンスによ

る下流河川への影響を軽減する効

果があったと考えられる。



汚濁防⽌フェンスの効果確認︓貯⽔池内の⾼濁度⽔

6

0

20

40

60

80

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

高
濁

度
水

の
層

の
厚

さ
（
c
m

）

６年間の高濁度水の厚さの推移

貯水池内③（上流側） 貯水池内④（下流側）

噴火後における高濁度水の厚さを汚濁防止フェンス上流の貯水池内③地点

及び下流の貯水池内④地点で測定したところ、両地点ともに年平均で1年目が

約60cm、6年目は5cm程度と、時間と共に激減しており、汚濁防止フェンスの上

下流で大きな差はなかった。

このことから、現在では高濁度水が下流河川へ与える影響はほぼなくなった

ものと考えられる。
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汚濁防⽌フェンスの効果確認︓フェンスの現状
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汚濁防止フェンス（H=10m） 7枚 ＠20m ＝ 140m

汚濁防止フェンス設置後6年半の間にそのほとんど

が湖底に埋没していた。露出している汚濁防止フェン

スは、高さが最大約90㎝、延長は約20m。

このため、汚濁防止フェンスは存置することとし、利

水放流設備に支障がないよう、浮きブイとこれに接続

しているワイヤーケーブル20mを切断・撤去した。

一部を残し汚濁防止フェンスは湖底に埋没していた。

ワイヤーケーブル ワイヤーケーブル

汚濁防止フェンス 汚濁防止フェンス

露出部（最大約90㎝、延長約20m）

～堆砂～

汚濁防止フェンス

～堆砂～

浮きブイ撤去

ワイヤー
ロープ撤去

（20ｍ）

断面図
縦断図



汚濁防⽌フェンスの効果確認︓湖底の現状
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湖底の堆積土砂（フェンス上流側） 湖底の堆積土砂（フェンス下流側）

汚濁防止フェンスの上流側と下流側において、湖底の堆

積土砂の状態を確認したところ、上流側、下流側とも堆積

土砂の状態に差はなく、粘土及びシルト類が堆積し、その

上に浮泥が薄く堆積している。

湖底の表層：浮泥の巻き上がり状況



汚濁防⽌フェンスの効果確認︓まとめ
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 噴火後、12月に試験放流を実施した結果、事前の予測とほぼ同
様の濁度変化であり、予測モデルの精度から汚濁防止フェンス
の効果を確認した。

 噴火後、高濁度水の厚さの年平均は、汚濁防止フェンスの上下
流ともに1年目の約60cmから、6年目は約5cmまで激減した。

 汚濁防止フェンスは設置後6年半を経過し、ほぼ全てが埋没して
いた。

 湖底の状態は、汚濁防止フェンスの上下流ともに粘土及びシル
ト類が堆積し、その上に浮泥が薄く堆積していた。


